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は
じ
め
に

　

明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
三
十
年
代
ま
で
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
て
き
た
筑
豊

炭
田
で
働
く
人
々
の
間
に
は
、
厳
し
い
労
働
環
境
（
災
害
の
多
い
暗
黒
の
坑
内
で
の

石
炭
採
掘
お
よ
び
酷
暑
酷
寒
の
遠
賀
川
で
の
長
時
間
連
続
の
石
炭
輸
送
）に
よ
り「
川

筋
気
質
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
気
風
が
生
ま
れ
、
そ
の
荒
々
し
さ
は
「
古
い
タ
イ
プ

の
男
ら
し
さ
」
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
、
た
び
た
び
映
画
化
さ
れ
て
き
た
。

　

筆
者
が
保
有
す
る
（
一
作
品
を
除
く
）
映
像
ソ
フ
ト
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た

範
囲
で
あ
る
が
、
紹
介
し
て
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
あ
っ
て

記
録
映
画
で
は
な
い
た
め
、
学
問
上
の
資
料
に
は
な
ら
な
い
が
、
炭
鉱
労
働
（
採
掘

お
よ
び
輸
送
）
が
大
衆
文
化
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
劇
映
画
の
世
界
で
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
き
た
か
、
現
時
点
で
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
そ
れ
な
り
の
意
味
は
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

九
作
品
の
う
ち
四
作
品
が
明
治
二
十
四
年
一
八
九
一
に
開
業
し
た
筑
豊
興
業
鉄
道

の
中
間
鉄
橋
架
設
工
事
を
め
ぐ
る
鉄
道
工
事
業
者
と
そ
れ
ま
で
石
炭
輸
送
を
独
占
し

て
き
た
遠
賀
川
の
川
船
頭
と
い
う
新
旧
勢
力
の
対
決
を
描
い
て
い
る
。「
川
艜
（
ひ

ら
た
）」、「
五
平
太
舟
」
と
呼
ば
れ
た
遠
賀
川
の
川
舟
の
動
く
映
像
は
存
在
し
な
い

可
能
性
が
高
く
、
こ
う
し
た
劇
映
画
の
場
面
は
往
時
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
の
一
助

と
な
ろ
う
。
ま
た
鉄
道
開
業
当
時
の
小
型
の
蒸
気
機
関
車
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
も

観
光
用
の
大
型
機
関
車
し
か
動
態
保
存
さ
れ
て
い
な
い
現
在
で
は
撮
影
困
難
で
、
鉄

道
史
の
映
像
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
．
龍
虎
傳

封

切

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月

製

作

大
映
（
京
都
撮
影
所
）

映
像
ソ
フ
ト

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
化
（
キ
ネ
マ
倶
楽
部
・
現
在
入
手
不
能
）

上
映
時
間

七
十
四
分

区

分

白
黒
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

原

作

岩
下
俊
作
「
龍
虎
傳
」

監

督

森
一
生

主

演

片
岡
千
恵
蔵
、
嵐
寛
壽
郎
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・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
封
建
主
義
追
放
の
た
め
に
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
を
禁
止
し
て
い
た
時
代

で
あ
る
た
め
、
刀
で
は
な
く
棒
を
使
っ
て
の
立
回
り
、
両
雄
対
決
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
も
ピ
ス
ト
ル
で
、
と
い
う
「
時
代
劇
」
で
、
そ
の
点
で
も
興
味
深
い
作

品
で
あ
る
。

・
当
時
の
大
映
（
東
映
は
昭
和
二
十
六
年
一
九
五
一
の
発
足
）
の
二
大
ス
タ
ー
で

あ
る
、
片
岡
千
恵
蔵
と
嵐
寛
壽
郎
は
極
端
に
仲
が
悪
く
、
森
監
督
は
じ
め
ス
タ

ッ
フ
は
大
変
苦
労
し
た
と
い
う
。
最
後
の
場
面
で
も
、
走
る
機
関
車
の
先
頭
に

龍
虎
両
雄
が
並
べ
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
片
岡
千
恵
蔵
が
さ
っ
そ
う
と
立

っ
て
い
る
の
に
嵐
寛
壽
郎
は
後
方
の
車
両
に
座
っ
て
い
る
。

・
嵐
寛
壽
郎
（
元
は
関
東
の
侠
客
で
今
は
元
士
族
の
炭
鉱
主
の
片
腕
）
が
鉄
道
工

事
へ
の
協
力
依
頼
の
た
め
、
他
の
炭
鉱
主
の
と
こ
ろ
を
回
る
の
に
乗
合
馬
車
を

利
用
し
て
い
る
が
、
道
路
に
材
木
を
置
い
て
馬
車
の
通
行
を
妨
害
す
る
な
ど
、

こ
の
作
品
で
の
川
艜
の
船
頭
た
ち
の
い
や
が
ら
せ
は
、
な
か
な
か
し
つ
こ
い
。

二
．
空
の
大
怪
獣
ラ
ド
ン

封　

切

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
二
月

製　

作

東
宝

映
像
ソ
フ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
（
入
手
可
能
）

上
映
時
間

八
十
二
分

区　

分

カ
ラ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

原　

作

黒
沼
健

監　

督

本
田
猪
四
郎

特
技
監
督

円
谷
英
二

主　

演

佐
原
健
二
、
白
川
由
美

・「
ゴ
ジ
ラ
」（
一
九
五
四
）、「
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
」（
一
九
五
五
）
に
続
く
東
宝
怪

・
解
説
に
よ
る
と
「
明
治
二
十
（
注
・
原
文
の
ま
ま
）
年
の
頃
、
新
興
の
石
炭
町

直
方
の
祭
の
夜
に
現
れ
た
関
東
生
ま
れ
の
流
れ
者
（
片
岡
千
恵
蔵
）
は
危
機
を

救
わ
れ
た
恩
人（
嵐
寛
壽
郎
）が
親
分
の
仇
で
あ
る
こ
と
を
知
り
．．．」と
あ
る
。

・
セ
リ
フ
を
確
認
す
る
と
冒
頭
部
分
は
次
の
通
り
で
、
筑
豊
・
直
方
の
町
か
ら
ス

ト
ー
リ
ー
が
始
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
炭
坑
の
町
ら
し
く
て
」、「
こ
の
遠
賀

川
の
川
筋
で
」、「
す
ぐ
直
方
か
ら
逃
げ
な
く
て
は
」

・
最
初
は
多
賀
神
社
の
ご
神
幸
（
行
列
や
本
殿
が
出
て
く
る
）、
最
後
は
田
川
の

川
渡
り
神
幸
祭
が
登
場
し
、
戦
後
間
も
な
い
直
方
ロ
ケ
に
は
多
数
の
見
物
人
が

集
ま
っ
た
と
い
う
。
武
者
人
形
を
飾
る
筑
前
の
山
笠
が
旧
福
岡
銀
行
直
方
南
支

店
（
経
済
産
業
省
認
定
・
近
代
化
産
業
遺
産
）
や
古
い
民
家
の
前
を
勢
い
よ
く

走
り
、「
バ
レ
ン
」
を
飾
る
豊
前
の
山
笠
と
の
民
俗
文
化
の
違
い
も
よ
く
わ
か

る
。

・
祭
の
奉
納
相
撲
に
「
大
利
根
」
と
名
乗
っ
て
（
関
東
出
身
の
た
め
か
）
土
俵

に
上
が
る
片
岡
千
恵
蔵
の
相
手
は
「
福
智
山
」（
直
方
市
の
東
部
に
あ
る
標
高

九
百
メ
ー
ト
ル
の
山
の
名
）
で
あ
る
。

・
五
平
太
舟
（
と
本
作
で
は
称
し
て
い
る
。
帆
は
張
っ
て
い
な
い
小
型
の
も
の
）

や
、
坑
夫
が
背
中
に
石
炭
を
背
負
い
坑
口
か
ら
出
て
く
る
小
さ
な
炭
坑
が
登
場

す
る
。
終
戦
直
後
に
ど
こ
で
ロ
ケ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
鉄
道
工
事
の
描
写
も
レ
ー
ル
敷
設
で
一
斉
に
ツ
ル
ハ
シ
を
振
り
下
ろ
す
場
面
な

ど
非
常
に
リ
ア
ル
で
あ
る
。

・
健
在
な
香
春
岳
の
一
の
岳
、
生
き
て
い
る
ボ
タ
山
な
ど
、
写
真
で
な
く
「
動
く

映
像
」
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
今
と
な
っ
て
は
貴
重
で
、
娯
楽
映
画

と
い
え
ど
も
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
活
躍
す
る
機
関

車
（
国
鉄
で
は
な
く
炭
鉱
の
も
の
）
も
牧
歌
的
で
あ
る
。
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ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
大
相
撲
九
州
場
所
を
開
催
）を
破
壊
す
る
。「
東
中
洲
」（
ミ

ニ
チ
ュ
ア
）
や
「
大
濠
公
園
・
新
天
町
商
店
街
」（
実
写
）
も
登
場
す
る
。
九

州
各
地
の
名
所
が
登
場
す
る
た
め
、
九
州
の
映
画
館
主
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
と
い

う
。

三
．
女
侠
一
代

封　

切

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
月

製　

作

松
竹
（
京
都
撮
影
所
）

映
像
ソ
フ
ト

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
も
市
販
さ
れ
て
い
な
い

筆
者
は
大
幅
短
縮
版
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
を
入
手
し
た
が
、
録
画
経
緯
は

不
明

上
映
時
間

百
六
分

区　

分

白
黒
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

原　

作

火
野
葦
平
「
女
侠
一
代
」

監　

督

内
川
清
一
郎

主　

演

清
川
虹
子
（
島
村
ギ
ン
）、
三
國
連
太
郎
（
吉
田
磯
吉
）

・「
ど
て
ら
婆
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
若
松
の
工
事
請
負
業
の
島
村
ギ
ン
の
生
涯
を

描
い
た
作
品
で
あ
る
。「
龍
虎
傳
」
と
同
じ
く
鉄
道
工
事
業
者
と
川
船
頭
の
対

立
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
前
半
部
で
終
わ
る
。

・
同
一
の
原
作
を
用
い
な
が
ら
東
映
の
「
緋
牡
丹
博
徒　

二
代
目
襲
名
」（
後
述
）

は
立
回
り
が
見
せ
場
の
任
侠
映
画
、
松
竹
の
「
女
侠
一
代
」
は
女
の
一
代
記
の

メ
ロ
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
お
り
、
映
画
会
社
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
興
味
深

い
。

・
山
田
五
十
鈴
、
近
衛
十
四
郎
、
森
繁
久
弥
な
ど
共
演
者
も
な
か
な
か
豪
華
だ

が
、
白
黒
の
地
味
な
映
画
で
有
名
監
督
の
作
品
で
も
な
い
た
め
、
今
後
松
竹
が

獣
映
画
で
初
の
カ
ラ
ー
作
品
。

・
前
半
部
は
ラ
ド
ン
が
登
場
せ
ず
、
す
べ
て
阿
蘇
山
に
隣
接
す
る
炭
鉱
で
ス
ト
ー

リ
ー
が
展
開
す
る
。
古
代
の
巨
大
ト
ン
ボ
の
幼
虫
メ
ガ
ヌ
ロ
ン
が
坑
内
（
炭
鉱

夫
・
警
官
）
や
炭
鉱
住
宅
（
家
族
）
を
襲
う
場
面
は
ホ
ラ
ー
映
画
の
よ
う
で
あ

る
。
実
際
に
は
盛
ん
に
噴
火
し
て
い
る
火
山
の
す
ぐ
近
く
に
炭
鉱
が
あ
る
こ
と

は
落
盤
の
危
険
が
高
い
た
め
、
あ
り
え
な
い
。

・
本
作
品
の
舞
台
は
筑
豊
で
は
な
く
、
川
筋
気
質
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
当
時
ま
だ
現
役
で
稼
動
し
て
い
た
九
州
の
炭
鉱
を
カ
ラ
ー
動
画
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
点
で
、
極
め
て
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

・
炭
鉱
の
ロ
ケ
地
は
長
崎
県
北
松
浦
郡
鹿
町
町
の
「
日
鉄
鉱
業
加
勢
炭
鉱
」（
北

松
炭
田
）
で
、
生
き
て
い
る
ボ
タ
山
、
坑
外
を
走
行
中
の
炭
車
、
坑
口
、
事
務

所
、
病
院
、
炭
住
な
ど
、
撮
影
用
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
や
最
近
流
行
の
Ｃ
Ｇ
で

は
な
く
、
現
実
に
稼
働
し
て
い
る
炭
鉱
施
設
が
次
々
に
登
場
す
る
。
坑
内
の
場

面
は
撮
影
所
内
の
セ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て
い
て

迫
力
が
あ
る
。
日
本
映
画
の
全
盛
時
代
で
多
額
の
製
作
予
算
が
投
入
さ
れ
て
お

り
、
後
の
子
供
向
け
の
チ
ー
プ
な
特
撮
作
品
と
は
出
来
が
異
な
る
。

・
施
設
だ
け
で
な
く
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
撮
影
に
協
力
し
事
務
所
前
に
集
合
し

て
い
る
の
は
本
物
の
炭
鉱
夫
た
ち
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
カ
ラ
ー
動
画
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
貴
重
。

・
後
半
部
は
炭
鉱
か
ら
離
れ
、「
阿
蘇
山
」
か
ら
現
れ
た
怪
獣
ラ
ド
ン
が
佐
世
保

市
上
空
か
ら
「
針
尾
無
線
塔
」（
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
の
命

令
を
発
信
し
た
こ
と
で
有
名
な
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
上
を
通
過
し
、
前
年

完
成
し
た
ば
か
り
の
「
西
海
橋
」
を
破
壊
、
福
岡
市
に
飛
来
し
て
天
神
の
「
岩

田
屋
百
貨
店
」、「
西
鉄
福
岡
駅
」（
ま
だ
高
架
で
な
く
地
上
駅
の
時
代
）
や
「
ス
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車
で
、
現
在
の
よ
う
に
蒸
気
機
関
車
が
登
場
す
る
場
面
は
大
井
川
鉄
道
で
の
ロ

ケ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
実
物
が
使
え
た
古
い
映
画
の

価
値
が
あ
る
。

・
炭
鉱
と
は
関
係
の
な
い
余
談
で
あ
る
が
、島
村
ギ
ン
が
施
工
し
た
中
間
鉄
橋
（
中

間
～
筑
前
埴
生
間
）
は
平
成
十
七
年
二
〇
〇
五
公
開
の
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

三

丁
目
の
夕
日
」
の
冒
頭
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
。
昭
和
三
十
三
年
一
九
五
八
、
集

団
就
職
で
青
森
か
ら
上
京
す
る
少
女
（
堀
北
真
希
）
が
乗
車
す
る
列
車
が
日
本

最
大
の
旅
客
用
蒸
気
機
関
車
Ｃ
六
二
型
に
牽
引
さ
れ
て
鉄
橋
を
渡
る
。
鉄
橋
は

実
写
、
列
車
は
模
型
、
煙
は
Ｃ
Ｇ
で
合
成
さ
れ
、
本
物
に
見
え
る
。

四
．
竜
虎
一
代

封

切

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
九
月

製

作

東
映
（
東
京
撮
影
所
）

映
像
ソ
フ
ト

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
も
市
販
さ
れ
て
い
な
い

上
映
時
間

百
分

区

分

白
黒
・
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ

原

作

岩
下
俊
作
「
龍
虎
傳
」

監

督

小
林
恒
夫

主

演

鶴
田
浩
二
、
佐
久
間
良
子

・「
女
侠
一
代
」
と
同
じ
く
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
な
い
。
緋
牡
丹
博
徒
や
網
走

番
外
地
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
も
な
い
地
味
な
作
品
の
た
め
、
東
映
が
今
後

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
売
す
る
と
は
思
え
な
い
幻
の
作
品
で
あ
り
、
筆
者
は
封
切
当
時
見

て
お
ら
ず
、
映
像
ソ
フ
ト
も
存
在
し
な
い
た
め
、
参
考
資
料
の
紹
介
に
留
め

る
。

・
大
映
の
「
龍
虎
傳
」
と
同
じ
原
作
で
、
鉄
道
工
事
業
者
と
川
船
頭
の
対
立
す
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
売
す
る
と
も
思
え
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

・
鉄
道
工
事
を
妨
害
す
る
木
屋
瀬
の
川
艜
の
船
頭
の
親
分
（
近
衛
十
四
郎
、
山
田

五
十
鈴
の
夫
妻
）
の
と
こ
ろ
に
乗
込
み
タ
ン
カ
を
き
る
名
場
面
は
原
作
に
は
出

て
こ
な
い
。
彼
女
は
炭
鉱
夫
で
も
川
船
頭
で
も
な
い
が
、こ
れ
も
「
川
筋
気
質
」

と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

・
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
西
村
ノ
ブ
さ
ん
は
、
明
治
四
十
四
年
一
九
一
一

に
五
十
歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
鉄
道
が
開
通
し
た
当
時
は
三
十
歳
だ
っ
た
わ
け

で
「
婆
さ
ん
」
は
い
さ
さ
か
可
哀
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
服
装
と
気
っ
ぷ
の
よ

さ
か
ら
畏
敬
の
念
を
込
め
た
愛
称
だ
っ
た
。
原
作
の
島
村
ギ
ン
も
『
明
治
十
二

年
一
八
七
九
に
十
八
歳
で
嫁
入
り
し
た
』
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
設
定
は
モ
デ

ル
と
合
わ
せ
て
あ
る
。

・
原
作
者
の
火
野
葦
平
が
開
通
式
で
鉄
道
院
総
裁
の
祝
辞
の
代
読
を
す
る
福
岡
県

知
事
の
役
で
登
場
し
て
い
る
。

・
吉
田
磯
吉
（
こ
の
映
画
で
は
島
村
ギ
ン
を
襲
撃
か
ら
救
う
川
船
頭
と
し
て
登
場

し
、
の
ち
大
侠
客
と
し
て
再
登
場
す
る
）
と
島
村
ギ
ン
は
当
時
の
若
松
の
有
名

人
で
、た
び
た
び
映
画
化
さ
れ
た「
花
と
龍
」で
も
重
要
な
役
で
登
場
し
て
い
る
。

・
白
帆
を
張
っ
た
川
艜
な
ど
当
時
の
遠
賀
川
の
風
景
が
う
ま
く
再
現
さ
れ
て
い

た
。
鉄
橋
架
設
工
事
は
ど
こ
で
ロ
ケ
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
実
物
の
鉄
橋
を

使
っ
て
い
て
迫
力
が
あ
っ
た
。

・
ラ
ス
ト
の
場
面
（
大
正
七
年
一
九
一
八
）
は
本
物
の
中
間
鉄
橋
で
ロ
ケ
し
て
お

り
、
今
で
は
下
り
線
だ
け
に
な
っ
て
い
る
線
路
上
の
ト
ラ
ス
が
両
方
に
あ
る
。

上
り
線
を
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
向
か
う
兵
士
を
乗
せ
た
列
車
を
牽
引
す
る
の
は
、

現
在
Ｊ
Ｒ
九
州
肥
薩
線
の
観
光
列
車
と
同
じ
大
正
生
ま
れ
の
八
六
二
〇
型
。
撮

影
当
時
は
若
松
機
関
区
所
属
で
香
月
線
や
室
木
線
を
走
っ
て
い
た
現
役
の
機
関
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持
っ
て
川
艜
の
船
頭
の
赤
不
動
組
の
親
分
（
石
山
健
二
郎
）
の
と
こ
ろ
に
乗
込

み
タ
ン
カ
を
切
る
シ
ー
ン
は
松
竹
の
「
女
侠
一
代
」
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
や

は
り
東
映
作
品
の
ほ
う
が
ぴ
た
り
と
決
ま
っ
て
い
る
。
な
お
後
の
方
で
出
て
来

る
看
板
に
は
「
遠
賀
川
石
炭
運
搬
取
扱
業　

赤
不
動
組
」
と
書
い
て
あ
る
。

・「
龍
虎
傳
」
の
主
役
の
嵐
寛
壽
郎
（
川
艜
の
船
頭
の
妨
害
で
負
傷
し
、
工
事
を

矢
野
組
に
譲
る
川
辺
組
長
）、「
任
侠
一
代
」
の
主
役
の
清
川
虹
子
（
島
村
ギ
ン

で
は
な
く
大
阪
の
女
侠
客
で
登
場
）、「
竜
虎
一
代
」
の
娘
役
の
藤
純
子
が
堂
々

の
主
役
、
と
勢
揃
い
し
て
い
る
。

・
晩
年
の
嵐
寛
壽
郎
は
東
映
の
任
侠
映
画
で
「
悪
い
親
分
に
殺
さ
れ
る
良
い
親

分
」
の
役
を
何
度
も
演
じ
た
が
こ
の
作
品
で
も
貫
禄
十
分
。
古
い
任
侠
道
を
守

ろ
う
と
す
る
主
役
が
新
興
勢
力
の
悪
玉
の
悪
業
に
耐
え
る
が
最
後
に
大
立
回
り

の
後
に
倒
し
、
観
客
は
カ
タ
ル
シ
ス
を
得
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
時
代
の
仁
侠

映
画
の
パ
タ
ー
ン
で
い
わ
ば
歌
舞
伎
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
東
映

の
「
仁
義
な
き
闘
い
」
な
ど
の
実
録
映
画
と
は
全
く
異
な
る
。

・
映
画
の
途
中
で
時
代
背
景
を
説
明
す
る
場
面
が
あ
り
、
字
幕
が
出
る
。

　
『
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
日
本
有
数
の
炭
田
が
九
州
筑
豊
地
方
に
開
発
さ
れ
、

遠
賀
川
流
域
は
異
様
な
活
況
を
呈
し
て
い
た
。』

　
（
ボ
タ
山
の
空
撮
）（
坑
内
で
刺
青
を
入
れ
た
坑
夫
が
ツ
ル
ハ
シ
を
ふ
る
っ
て
石

炭
を
掘
っ
て
い
る
）

　
（
坑
内
の
炭
車
を
馬
が
牽
引
し
て
い
る
）

・
坑
内
の
シ
ー
ン
は
お
そ
ら
く
撮
影
所
の
セ
ッ
ト
撮
影
で
あ
ろ
う
が
、
坑
内
で
働

く
馬
が
劇
映
画
に
登
場
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
く
、
貴
重
で
あ
る
。

　
『
掘
り
出
さ
れ
た
石
炭
は
、
川
舟
に
よ
っ
て
遠
賀
川
を
下
っ
た
。
だ
が
』

　
（
複
数
の
川
舟
を
棹
で
あ
や
つ
る
船
頭
と
岸
か
ら
綱
を
引
く
人
夫
。
小
型
の
舟

主
題
は
同
じ
だ
が
題
名
が
変
え
ら
れ
、
資
料
の
あ
ら
す
じ
を
読
む
限
り
、
か
な

り
脚
色
さ
れ
て
い
る
。
文
芸
映
画
で
は
な
く
娯
楽
映
画
な
の
で
製
作
さ
れ
た
時

代
を
反
映
し
て
内
容
は
変
わ
り
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
も
あ
る
。
共
演
は
藤
純
子
、
千

葉
真
一
、
天
知
茂
な
ど
。

・
東
映
が
時
代
劇
映
画
か
ら
任
侠
映
画
に
路
線
を
変
更
し
た
初
期
の
作
品
で
、
主

演
の
鶴
田
浩
二
と
佐
久
間
良
子
は
前
年
の
名
作
「
人
生
劇
場　

飛
車
角
」
で
飛

車
角
と
お
と
よ
を
演
じ
た
コ
ン
ビ
。
ち
な
み
に
宮
川
は
高
倉
健
、
吉
良
常
は
月

形
龍
之
介
で
あ
っ
た
。

五
．
緋
牡
丹
博
徒
・
二
代
目
襲
名

封

切

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
四
月

製

作

東
映
（
京
都
撮
影
所
）

映
像
ソ
フ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
（
入
手
可
能
）

上
映
時
間

九
十
五
分

区

分

カ
ラ
ー
・
ワ
イ
ド

原

作

火
野
葦
平
「
女
侠
一
代
」
よ
り
（
タ
イ
ト
ル
の
表
示
）

監

督

小
沢
茂
弘

主

演

藤
純
子
（
緋
牡
丹
の
お
竜
）、
高
倉
健

・
わ
ざ
わ
ざ
「
よ
り
」
と
強
調
し
て
い
る
通
り
、
全
国
各
地
を
旅
す
る
緋
牡
丹
博

徒
シ
リ
ー
ズ
（
全
八
作
）
の
一
本
（
四
作
目
）
と
し
て
「
川
艜
の
船
頭
の
妨
害

を
克
服
し
鉄
道
工
事
を
完
成
さ
せ
た
女
親
分
」
と
い
う
設
定
を
原
作
か
ら
借
り

た
だ
け
で
、
当
然
一
代
記
で
は
な
く
、
見
せ
場
は
緋
牡
丹
の
お
竜
さ
ん
の
熊
本

弁
（
人
吉
出
身
の
設
定
）
の
タ
ン
カ
と
、
ラ
ス
ト
の
大
立
回
り
の
チ
ャ
ン
バ
ラ

で
あ
る
。

・
矢
野
組
の
法
被
を
着
た
お
竜
さ
ん
（
本
名
は
矢
野
竜
子
）
が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
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作
。

・
炭
鉱
は
登
場
し
な
い
が
、
筑
豊
炭
田
の
石
炭
を
全
国
に
搬
出
し
て
い
た
若
松
で

の
人
力
に
よ
る
石
炭
荷
役
の
利
権
争
い
が
舞
台
で
、
こ
れ
も
「
川
筋
気
質
」
の

流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
炭
鉱
と
同
じ
く
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
石

炭
積
込
み
の
沖
仲
仕
「
ご
ん
ぞ
う
」
の
作
業
風
景
を
カ
ラ
ー
動
画
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
点
で
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

・
実
在
の
人
物
で
は
、
作
者
の
両
親
の
玉
井
金
五
郎
・
マ
ン
夫
妻
、
若
松
の
大
親

分
吉
田
磯
吉
（
若
山
富
三
郎
）、
筑
豊
興
業
鉄
道
の
建
設
工
事
を
請
負
い
女
侠

一
代
の
主
役
と
な
っ
た
島
村
ギ
ン
（
小
津
安
二
郎
映
画
の
常
連
の
高
橋
と
よ
）

が
登
場
す
る
。

・
玉
井
金
五
郎
の
出
身
地
は
愛
媛
県
の
松
山
で
、
石
炭
景
気
に
わ
く
筑
豊
と
そ
の

周
辺
に
各
地
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
様
子
が
わ
か
る
。

七
．
青
春
の
門
（
東
宝
版
）

封　

切

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
二
月

製　

作

東
宝

映
像
ソ
フ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
（
入
手
可
能
）

上
映
時
間

百
八
十
三
分

区　

分

カ
ラ
ー
・
ワ
イ
ド

原　

作

五
木
寛
之
「
青
春
の
門
」
第
一
部
・
筑
豊
篇

監　

督

浦
山
桐
郎

主　

演

田
中
健
（
伊
吹
信
介
）、
仲
代
達
矢
（
伊
吹
重
蔵
）、
吉
永
小
百
合
（
伊

吹
タ
エ
）、
小
林
旭
（
塙
竜
五
郎
）、
大
竹
し
の
ぶ
（
牧
織
江
）

で
帆
は
張
っ
て
い
な
い
）

　
『
急
速
な
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
石
炭
の
運
搬
は
川
舟
か
ら
鉄
道
に
と
っ
て
代

ろ
う
と
し
て
い
た
。』

　
（
鉄
道
工
事
の
現
場
。
川
辺
組
の
親
分
（
嵐
寛
壽
郎
）
が
図
面
を
見
な
が
ら
技

師
と
打
合
せ
て
い
る
。「
筑
豊
本
線
工
事
川
辺
組
」
の
看
板
が
見
え
る
）

　
『
鉄
道
の
出
現
は
川
船
頭
に
と
っ
て
生
活
権
に
拘
わ
る
大
問
題
で
あ
り
、
彼
等

は
生
命
を
賭
し
て
鉄
道
建
設
に
反
対
し
、
必
死
の
抵
抗
を
繰
り
返
し
た
。』

・
赤
不
動
組
と
矢
野
組
は
途
中
で
和
解
し
、
最
後
の
中
間
鉄
橋
の
下
で
の
果
し
合

い
の
相
手
は
鉄
道
工
事
の
受
注
に
汚
い
手
を
使
っ
た
荒
木
田
親
分
（
悪
役
の
常

連
・
天
津
敏
）
で
あ
る
。

・
映
画
の
終
盤
で
「
筑
豊
本
線
開
通
」
の
記
念
式
典
の
場
面
と
な
る
。
ど
こ
か
の

会
社
専
用
線
の
所
有
で
あ
ろ
う
か
、
小
型
の
蒸
気
機
関
車
が
数
両
の
旧
型
客
車

を
牽
引
し
て
走
る
。
会
場
の
木
造
駅
舎
も
、
い
か
に
も
そ
れ
ら
し
い
雰
囲
気
が

あ
る
。

六
．
日
本
侠
客
伝
・
花
と
龍

封　

切

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
五
月

製　

作

東
映
（
東
京
撮
影
所
）

映
像
ソ
フ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
（
入
手
可
能
）

上
映
時
間

百
十
二
分

区　

分

カ
ラ
ー
・
ワ
イ
ド

原　

作

火
野
葦
平
「
花
と
龍
」

監　

督

マ
キ
ノ
雅
弘

主　

演

高
倉
健
（
玉
井
金
五
郎
）、
星
由
里
子
（
玉
井
マ
ン
・
東
宝
）

・
東
映
の
任
侠
映
画
全
盛
時
代
の
日
本
侠
客
伝
シ
リ
ー
ズ
全
十
一
作
中
の
第
九
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画
で
あ
る
た
め
、
映
像
資
料
と
し
て
の
価
値
は
低
い
。

・「
川
筋
気
質
」
の
代
表
と
し
て
登
場
す
る
の
は
炭
鉱
夫
の
伊
吹
重
蔵
、
労
働
者

の
ス
ト
破
り
も
行
う
侠
客
の
塙
竜
五
郎
の
ほ
か
、
若
い
頃
に
は
遠
賀
川
の
川
船

頭
で
あ
っ
た
老
侠
客
で
筑
後
出
身
の
矢
部
虎
（
東
宝
版
は
藤
田
進
、
東
映
版
は

鶴
田
浩
二
）
の
三
人
で
あ
る
。

九
．
三
た
び
の
海
峡

封　

切

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
十
一
月

製　

作

製
作
・「
三
た
び
の
海
峡
」
製
作
委
員
会
、
配
給
・
松
竹

映
像
ソ
フ
ト

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
化
（
中
古
品
市
場
で
入
手
可
能
）

上
映
時
間

百
二
十
三
分

区　

分

カ
ラ
ー
・
ワ
イ
ド

原　

作

箒
木
蓬
生
「
三
た
び
の
海
峡
」

監　

督

神
山
征
二
郎

主　

演

三
國
連
太
郎

・
原
作
は
箒
木
蓬
生
（
九
州
大
学
医
学
部
卒
、
福
岡
県
中
間
市
で
精
神
科
医
院
を

開
業
）
の
大
河
小
説
。
玄
界
灘
を
渡
り
（
最
初
の
海
峡
）
筑
豊
の
炭
鉱
で
働
か

さ
れ
、
逃
走
し
て
日
本
女
性
と
結
婚
し
て
現
在
の
韓
国
へ
帰
っ
た
（
二
度
目
の

海
峡
）
主
人
公
が
数
十
年
後
に
日
本
へ
戻
っ
て
（
三
度
目
の
海
峡
）･･･

と
展

開
す
る
。

・
舞
台
と
な
る
炭
鉱
は
「
長
峰
市
の
高
辻
炭
鉱
」
と
架
空
の
も
の
に
な
っ
て
い
る

が
、
香
月
線
（
昭
和
六
十
年
一
九
八
五
廃
線
）
の
終
点
に
あ
っ
た
大
辻
炭
鉱

（
貝
島
鉱
業
）
が
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

・
主
人
公
（
三
國
連
太
郎
）
が
か
つ
て
働
い
て
い
た
高
辻
炭
鉱
を
訪
ね
て
い
く
途

中
で
著
名
な
炭
鉱
史
跡
が
次
々
に
登
場
す
る
。
地
理
的
に
は
全
く
脈
絡
が
な
い

八
．
青
春
の
門
（
東
映
版
）

封

切

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
一
月

製

作

東
映
（
東
京
撮
影
所
）

映
像
ソ
フ
ト

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
（
入
手
可
能
）

上
映
時
間

百
四
十
分

区

分

カ
ラ
ー
・
ワ
イ
ド

原

作

五
木
寛
之
「
青
春
の
門
」
第
一
部
・
筑
豊
篇

監

督

蔵
原
惟
繕
・
深
作
欣
二

主

演

佐
藤
浩
市
（
伊
吹
信
介
）、
菅
原
文
太
（
伊
吹
重
蔵
）、
松
坂
慶
子
（
伊

吹
タ
エ
）、
若
山
富
三
郎
（
塙
竜
五
郎
）、
杉
田
か
お
る
（
牧
織
江
）

・
原
作
は
五
木
寛
之
の
大
河
小
説
「
青
春
の
門
」
の
第
一
部
・
筑
豊
篇
で
東
宝
・

東
映
と
も
映
画
化
は
第
二
部
・
自
立
篇
ま
で
。
以
下
第
三
部
・
放
浪
篇
、第
四
部
・

堕
落
篇
、
第
五
部
・
望
郷
篇
、
第
六
部
・
再
起
篇
、
第
七
部
・
挑
戦
篇
ま
で
が

「
新
装
決
定
版
」
と
し
て
講
談
社
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
第
八
部
・
風

雲
篇
の
週
刊
現
代
へ
の
連
載
は
終
了
し
た
が
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
な

い
。

・
第
一
部
・
筑
豊
篇
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
し
て
一
九
七
六
年
・
一
九
九
一
年
・

二
〇
〇
五
年
の
三
回
放
送
さ
れ
た
が
、
第
二
部
・
自
立
篇
ま
で
制
作
し
た
の
は

一
九
七
六
年
版
の
み
。

・
軍
隊
が
鎮
圧
の
た
め
出
動
し
た
米
騒
動
、
坑
内
災
害
の
発
生
、
朝
鮮
人
坑
夫
の

存
在
、
女
性
の
職
場
と
し
て
の
選
炭
作
業
、
終
戦
を
迎
え
た
際
の
混
乱
、
な
ど

炭
鉱
の
歴
史
が
伊
吹
家
の
年
代
記
と
し
て
描
か
れ
る
。
主
人
公
の
伊
吹
信
介
は

田
川
地
区
の
炭
鉱
で
育
ち
、
義
母
タ
エ
の
発
病
に
よ
り
塙
竜
五
郎
の
住
む
飯
塚

市
に
移
住
し
、
早
稲
田
大
学
進
学
の
た
め
上
京
す
る
ま
で
す
べ
て
筑
豊
で
ド
ラ

マ
が
進
行
す
る
（
若
松
も
舞
台
と
な
る
）
が
、
炭
鉱
が
終
末
を
迎
え
た
後
の
映
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が
炭
鉱
の
跡
地
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
の
映
画
の
ウ
ソ
、
と
割
り
切
れ
ば
、
映

像
と
し
て
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
便
利
で
あ
る
。

①
住
友
忠
隈
炭
砿
の
ボ
タ
山
（
飯
塚
市
忠
隈
、
昭
和
四
十
年
一
九
六
五
閉
山
）

折
尾
駅
で
筑
豊
本
線
に
乗
換
え
た
主
人
公
が
長
峰
駅
の
ホ
ー
ム
で
下
車
（
実

際
は
飯
塚
駅
の
上
り
ホ
ー
ム
で
進
行
方
向
が
逆
だ
が
、
地
元
の
人
間
し
か
わ

か
ら
な
い
）
し
た
と
き
背
後
に
見
え
る
。

②
三
菱
飯
塚
炭
礦
巻
上
機
台
座
（
飯
塚
市
平
恒
、
経
済
産
業
省
認
定
・
近
代
化

産
業
遺
産
、
昭
和
三
十
六
年
一
九
六
一
閉
山
）

主
人
公
が
タ
ク
シ
ー
で
通
り
過
ぎ
る
。
こ
の
道
路
は
昭
和
六
十
三
年
一
九
八 

八
に
廃
線
と
な
っ
た
上
山
田
線
の
跡
地
。

③
旧
海
軍
志
免
炭
鉱
の
竪
坑
櫓
跡
（
糟
屋
郡
志
免
町
、
国
指
定
重
要
文
化
財
、

昭
和
三
十
九
年
一
九
六
四
閉
山
）

主
人
公
の
重
要
な
目
的
地
で
あ
る
高
辻
炭
鉱
の
朝
鮮
人
墓
地
の
そ
ば
に
あ
る

（
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。

・
主
人
公
が
序
盤
と
終
盤
に
通
る
「
長
峰
駅
」
は
平
成
二
十
三
年
二
〇
一
一
の
十

月
に
解
体
さ
れ
た
旧
直
方
駅
舎
の
駅
名
看
板
を
換
え
て
撮
影
さ
れ
た
。
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
の
坑
夫
像
（
平
成
八
年
一
九
九
六
に
遠
賀
川
河
川
敷
に
移
転
）
も
写

っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
映
像
で
あ
る
。

ま
と
め

　

と
り
と
め
の
な
い
紹
介
と
な
っ
た
が
、
炭
鉱
史
研
究
の
参
考
資
料
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
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